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前
政
権
に
対
し
て
私
が
提
出
し
た
質
問
で
、
首
相
官
邸
に
勤
務
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
う
ち
、
民
間
企
業
等
か
ら
の
出
向
者
が
占

め
る
割
合
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
た
。
こ
れ
は
、
行
政
の
中
枢
に
お
け
る
政
策
立
案
過
程
の
透
明
性
と
公
正
性
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
官
邸
の
人
事
構
成
を
統
計
的
に
把
握
し
、
民
間
出
向
の
実
態
を
国
民
が
検
証
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。 

 

政
府
は
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
二
一
七
第
三
二
七
号
）
で
、
「
「
民
間
出
向
者
」
及
び
「
首
相
官
邸
の
人
事
構
成
に
お
け
る
民

間
人
材
」
の
具
体
的
に
指
し
示
す
範
囲
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
総
理
大
臣
官
邸
（
以
下
「
官
邸
」
と
い
う
。
）
に
勤
務
す
る

者
の
数
や
そ
の
業
務
内
容
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
官
邸
の
警
備
等
に
支
障
を
来
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答

え
を
差
し
控
え
た
い
。
」
と
し
た
が
、
当
初
の
質
問
の
核
心
は
個
別
の
配
置
人
数
や
業
務
内
容
で
は
な
く
、
民
間
人
材
の
比
率

と
い
う
統
計
的
事
実
そ
の
も
の
の
開
示
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
一
切
数
値
を
示
さ
な
か
っ
た
の
は
不
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

統
計
上
の
比
率
は
個
々
の
部
署
・
人
員
配
置
を
特
定
す
る
情
報
に
当
た
ら
ず
、
警
備
上
の
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い

と
考
え
る
。 

 

よ
っ
て
、
新
政
権
に
お
い
て
も
同
趣
旨
を
改
め
て
確
認
し
、
範
囲
と
定
義
を
明
確
化
し
た
う
え
で
、
比
率
の
み
の
開
示
を
改
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め
て
求
め
る
と
と
も
に
、
利
益
相
反
の
観
点
か
ら
名
刺
配
付
行
為
に
関
す
る
規
律
の
不
備
に
つ
い
て
も
質
問
す
る
。 

 

本
主
意
書
に
お
け
る
「
民
間
出
向
者
」
と
は
、
民
間
企
業
そ
の
他
の
民
間
団
体
に
在
籍
し
た
ま
ま
の
身
分
で
内
閣
官
房
に
出

向
し
て
勤
務
す
る
一
般
職
の
国
家
公
務
員
を
い
う
（
顧
問
・
参
与
等
の
特
別
職
、
並
び
に
警
察
官
等
は
含
ま
な
い
）
。
「
比

率
」
と
は
、
当
該
範
囲
に
属
す
る
一
般
職
職
員
総
数
（
分
母
）
に
対
す
る
「
民
間
出
向
者
」
数
（
分
子
）
の
百
分
率
を
い
う
。

分
母
・
分
子
の
数
値
を
併
記
す
る
こ
と
。
「
基
準
日
」
は
各
年
度
末
（
毎
年
三
月
三
十
一
日
）
と
す
る
。 

一 

前
記
定
義
及
び
基
準
日
に
基
づ
き
、
最
新
年
度
に
お
け
る
民
間
出
向
者
の
比
率
（
分
母
・
分
子
及
び
百
分
率
）
を
示
さ
れ

た
い
。 

二 

同
様
に
、
二
〇
一
一
年
度
か
ら
最
新
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
つ
い
て
、
民
間
出
向
者
の
比
率
（
分
母
・
分
子
及
び
百
分

率
）
の
推
移
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

な
お
、
な
お
も
警
備
上
の
支
障
を
理
由
と
し
て
一
及
び
二
の
開
示
が
困
難
で
あ
る
と
す
る
場
合
に
は
、
支
障
の
な
い
最
大

限
の
範
囲
で
、
例
え
ば
内
閣
官
房
全
体
と
し
て
の
比
率
、
又
は
十
％
刻
み
等
の
階
級
幅
に
よ
る
比
率
な
ど
、
代
替
的
な
統
計

を
示
さ
れ
た
い
。
併
せ
て
、
そ
の
選
定
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

前
回
答
弁
で
は
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員
に
つ
き
「
出
向
元
の
企
業
・
組
織
の
名
刺
を
配
付
す
る
」
行
為
を
直
接
に
制
限
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す
る
法
令
は
存
在
し
な
い
旨
が
示
さ
れ
た
。
官
邸
勤
務
に
お
け
る
利
益
相
反
の
防
止
及
び
不
適
切
な
影
響
の
遮
断
の
観
点
か

ら
、
前
記
行
為
を
禁
止
す
る
内
規
又
は
通
達
を
速
や
か
に
整
備
す
る
考
え
の
有
無
を
示
さ
れ
た
い
。
併
せ
て
、
整
備
す
る
場

合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
策
定
主
体
、
手
続
、
適
用
開
始
日
）
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 

前
記
四
に
関
連
し
、
当
該
行
為
を
禁
止
す
る
規
定
を
置
く
必
要
が
な
い
と
政
府
が
判
断
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
判
断
理

由
（
現
行
制
度
で
十
分
と
す
る
具
体
的
根
拠
、
想
定
リ
ス
ク
の
評
価
、
監
督
・
是
正
手
段
の
実
効
性
等
）
を
明
確
に
示
さ
れ

た
い
。 

六 

「
実
務
上
、
民
間
か
ら
政
府
へ
出
向
し
た
職
員
と
官
公
庁
内
で
名
刺
交
換
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
後
日
、
出
向
元
企
業
の
メ

ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
が
当
該
連
絡
先
に
配
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
の
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
当
該
事
案
の
有

無
及
び
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。
把
握
し
て
い
な
い
場
合
は
直
ち
に
調
査
し
、
結
果
及
び
講
じ
た
措
置
（
再
発
防
止
策
を

含
む
）
を
示
さ
れ
た
い
。 

七 

官
邸
勤
務
の
職
員
（
前
記
定
義
に
い
う
民
間
出
向
者
を
含
む
）
が
職
務
上
取
得
し
た
連
絡
先
を
、
出
向
元
を
含
む
第
三
者

の
営
業
・
宣
伝
・
広
報
に
利
用
す
る
こ
と
を
明
確
に
禁
ず
る
運
用
基
準
の
策
定
の
有
無
と
、
こ
の
よ
う
な
情
報
の
流
出
に
係

る
危
険
性
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 
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右
質
問
す
る
。 


